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〔会員にはこんな利点、があります)

税務署との懇談会、

税の講習会.研修会に参加して、

税を広く識ることができます。

法人会会員と税務担当官との自由な

話し合いの場。税か身近になり、節

税への告辰哉も深まります。企業繁栄

への近道です。

新しい税制の知識、

経営ニュースなどを、

会報でお知らせします。

@ 
ノィ二/

法人会で、は、

法人会と会員をむすぶ

かけ橋として、法人会報

を発行し、おとどけしています。

最新の税制、経営のニュースを事業活動

に生かしていただけます。
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一流経済人の講演会に

参加できます。

経営のヒントが得られます。

ハハウ《デぐfぐ戸¥〈
内容は地区によって異なりますが、多くの会員の方々に好

評の法人会が主催する講演会。これからの経営者に欠かせ

ない知識J及収の場とし、えます。

いざという時の大きな備え、

経営者のための保障制度

3本柱が生かせます。
法人会では3つの保障制度を独自に創設し、お役立ていただ

いています。

・経営者が万一に備える「大型総合

保障制度」

・計画的に多額の役員退職金を

準備できる「経営者退職年 。0
金制度J 0 

・経営者の老後の

収入確保のため

の「個人年金

制度」



昭和57年度

税制改正要望

全国大会開催

財団法人、全国法人会

総連合主催により、去る

9月18日午後 1時より、

全国法人会員80万余の力

を結集しと昭和57年度税

制改正要望全国大会とが

九段会館において盛大に

開催されました。

まず税制改正要望事項

の決議並びに税制改正要

望事項の採択が行われ、

決議事項が採択された要

望事項に対しての各政党

代表者による意見発表が

なされました。 (自由民

主党 ・日本社会党 ・公明

党 ・民社党 ・新自由クラブ)

町田法人会よりは、主催者側として三橋会長が

出席され当会代表と して八木下常任理事 ・小川 ・

松山各理事、杉浦青年部会長、中里青年副部会長

並びに村田事務局長が大会に参加し要望意見の貫

徹を期した次第であります。

なお、税制改正要望事項の掲載は割愛させてい

ただき 、本大会で決議された と税制改正に関する

決議とは次の通りであります。

税制改正要望に関する決議

財政再建とい う重大使命をにな った政府は、異

常な高まりを見せる世論におされて、行政改革に

よる歳出削減のため第二次臨時行政調査会を発足

させた。

その答申の実施に総理が、政治生命をかける決

意を固めたことに対し敬意を表するとともに心か

らその達成を期待するものである。

政府は、財政再建即ち国家の興廃がーにかかっ
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画大会スローガン圃

①社会的実態に即応した中小企業法人税

法を確立せよ

①行政改革第一次答申を完全実施せよ

①立法府自らが行革の範を示せ

①物価調整減税を断行せよ

①取引相場のない株式評価を緩和せよ

@地方税の徴税費の縮減、申告手続きの

簡素化を図れ

⑨ 

て行政改革の成否にあることを深く銘記し、不退

転の決意の下数多の利害関係者の執助な抵抗に屈

するこ となく':1針~な き 57年度予算」 の編成に遁

進すべきである。

更に予算の執行に当っては、あくま でも慎重を

期して浪費を排除 し、公務員倫理の確立を計って、

我々納税者をしていやしくも納税意欲を失わしめ

ることなきょう厳に留意しなければならない。

なお立法府は、これと併行して長期的な視肝に

立って税制の恨本的改革の実現に努力 し、財政再

建に協力されることを切望するものである。

納税思想、の高揚と税務知識の普及に永年にわた

って多大な貢献をしてきた本会は、行政改革の行

方を厳しく監視するとともに政府に対し財政再建

の完遂と合理的な税負担の実現に死力 を尽すよう

強く要望する。

以上決議する。



昭和56年度の法人税法の

一部改正について

1.法人税の税率が次のように一律 2%引き上げられました。

(1)各事業年度の所得に対する税率

区 分 己主 正 後 改 正 前

配当事王課 (年 800万円以下) (年 700万円以下)

立E立ヨ
資人 所 f辱 24% 22% 

通 本金 格の
(人格のなべ) (年 800万円超) (年 700万円超)1去

人 な 団等を除く 32% 30% 
及 億い

び 円社
(年 800万円以下) (年 700万円以下)

人 以下 団等
格

その他の 30% 28% 

の 及
所 {尋 (年 800万円超) (年 700万円超)

な び

Lミ 42% 40% 

ネ土

資本金 億び社団 配当軽諜所得 32% 30% 
等 円相

超互
その他の所得 42% 40% 一及会

配当軽課所得 21% 19% 
協同組合等

その他の所得 25% 23% 

公 益 法 人 等 25% 23% 

干寺
，疋ょ， の 医 療 法 人 25% 23% 

※昭和田年4月1日以後に終了する事業年度から適用されます O

(2)清算所得に対する税率

区 分

普通法人

協同組合等

改正後

37% 

23% 

改正前

35% 

21% 

※昭和56年 4月1日以後に解散又は合併による清算所得について適用されます。

2.収益事業の範囲の拡大及び追加

(1)従来、不動産貸付業から除外されていた地方

公共団体以外の公共法人・公益法人等又は、

人格のない社団等に吋し、直接貸付けられる

不動産貸付業が、収益事業の対象とされまし

4 一

た。

(2)簡易宿泊所営業が、収益事業の対象とされま

した O

(3肢芸教授業に「着物着付けの教授J r小型船

舶の教授(総トン数5トン未満の沿岸小型船

司園F

d 
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に限る) Jが追加されました。 であること O

※昭和56年4月1日以後に開始する事業年度

から適用されます。 (2)床面積基準

単独家屋にあっては最低が40m2(改正)Iij30m'

3.金融保険業の貸倒引当金の法定繰入率が1000 以上であること。

分の 3 (改正前1000分の 5)に引き下げられ

ました。 (3)取得価額基準

※昭和56年4月1日以後に開始する事業年度

から適用されます。

4. ，-中小企業者の機械等の特別償却」の適用対

象となる機械及び装置の取得価額の最低限度

が 110万円(改正前80万円)に引き上げられ

ました O

※昭和56年4月1日以後に取得等をし、事業

の用に供したものから適用されます。

5.新築貸家住宅の割増償却の対象となる貸家住

宅の要件のうち、次の点が改正されました。

(1噛用区域

市街化区域内等(改正白ijは都rli，H同区域内)

① 支出交際世等の額が基準交際世相に満たない場合

の木造のもの 3. 3m2当り 45Jjf'JUド

(改正iIij40)j円)

@耐火構造のもの 3. 3m'当り 50hl']以ド

(改正fiij45)jf!])

※IIj1手n56ij='4 n 1 11 以後に取得下をし、事業の
Iflに供したものから適11]されますじ

6.交際費課税について、前年同期の交際費の支

出額(改正前は前年同期の支出額の 105%)

を超えて支出した場合の、その超えた金額は

全額損金不算入とされることになりました。

従って、支出交際費が損金算入の限度額を

超える場合における損金不算入額の計算は、

次のとおりです。

90 
!限度超過傾一(基準交際費額 -支

100 

② 支出交際世等の傾が基準交際首相と同組の場合

90 
限度超過額×一一一

100 

③ 支出交際費等の額が基準交際費額を超える場合

(支出交際費等の額一基準交際費額)十|限度超過額一(説rflt一基準交際的知)

※昭和56年4月1日以後に開始する事業年度から適用されます。

5 -

x .~~ -
100 



帳簿書類の保存期聞が

5年から 7年に延長

青色申告法人は、従来帳簿書類を 5年間保存す

る義務がありましたが、昭和56年 5月27日の税法

改正により、更正、決定等の制限期間が5年から

7年に延長されたことに伴い、帳簿書類も 7年間

保存しなければならなくなりました。

受領する帳簿書類から適用されます。

従って、それ以前に閉鎖し、作成し、受領した

帳簿書類については、従来どおり 5年間保存すれ

ばよいことになります。

この規定は、昭和56年5月末が申告期限となる

事業年度以降の事業年度において閉鎖し、作成し

なお、法人の規模及び帳簿書類の種類により、

保存年限に相違があります。

これを図表で示すと次のとおりとなります。

大法人 7 年 問 保 存 5年間保存

中小法人 7 年 間 {呆 存 5 年 問 {呆 存

証 ひ よ 7 害 類
主円邑

① ② ③ ④ 
色 現金の収入、 有価証券の たな卸資産 たな卸資産
申 決算関係

支出、預i!? 取引に際し の引j度、受 の引渡、受
帳 簿

企Etコ
ヨF全T 要目 金の預入、 て作成され 入れに際し 入れに際し

法 引出に際し た書類 て作成され て作成され

人 て作成され た書類以外 た書類

の た汗類 のもの

帳 総勘定冗帳 損益計算書 領収書 有価渡証計券算受書 請求書 納品書

簿 現金出納帳 貸借対!!H表 小切手帳控 注文書 送 り 状

書 売掛帳 決算書類 預金通帳 有価証券 見積書 貨物受領証

類 買掛帳 たな卸表等 借用書等 預り証 契約書 出入庫報告書
経費帳等 社債申込書等 仕入伝票等 検収証等

※中小法人……資本金等がl億円以下の法人及び資本金等を有しない法人、協同組合、公益法人、人

格なき社団等をいう O

「くらしと税金』を全国放送

国税庁では、今年も10月から来年3月までの 6

カ月間にわたり、フジテレビをキ一局に「メイコ

のくらしと税金」を全国放送します O

この番組は、主に主婦やサラリーマンを対象に

税金の使われ方をはじめ、生活に身近な税の知識

などについてわかりやすく説明しています。

なお、中村メイコさんがレギュラー、落語家の

三遊亭楽太郎さんがレポータ一役で出演していま

す。

フジテレピ午前10:15~10:30

毎週土曜日

6 

放送テーマ

11/14 税を知る週間

11/21 主婦のパートと税金

11/28 サラリーマンと税金

12/5 ある青春……税務大学校

12/12 マイホーム計画

12/19 世界の税金

12/26 レジャーと税金

1/9 財産を相続したら

1/16 ご存知ですか…グリーンカード

1/23 :b'年寄りと税金

1/30 財産をもらったら

司.

‘' 



昭和56年度年末調整事務等説明会

開催についてのお知らせ

年末調整説明会を、下記日程により開催いたし

ますので、年末を控えご多忙のこととは存じます

が、万障お繰合せの上、税務署より皆様のお手元

に送られた同封書類ご持参のうえ、ご出席下さる

ようご案内申し上げます。

「
F
u

zz
ロ

j見 明 lZbミ、 士場
開催月日 開催時間 立f 象 地 域 等

所在地名称

11月(木19)日
町田市中町1-20-23 

官公庁正五〉、・税理士会足五〉、田I 田 市 役 所
2階特別会議室 法人源泉部

11月20日 何れの会場 町田市市忠民生3-14-2 
相原町・小山町・山崎町・忠、生・木曽

(金) も 忠生 センターホール 問r. t艮岸町・上小山田町・下小山田町
図師町・矢部町・常盤町

11月(火24)日 自138時寺30分
町田市能ケ谷町1046 金井町・野津田町・小野路町・大蔵町

至16BifOO分 横I五入 浜銀行鶴川支出 鶴川・三輪町・広袴町・能ケ谷町
議 室 真光寺田J

11月(水25)日
町田市小1111 5 2 1 金森・鶴間・小川・つくし野・

(なお受付 八千代支信庖用会金庫室 r*jつくし野・成瀬・南成瀬

開始~ミ時刻は
南町田 耳議 !戊瀬fr・高ケ坂

関 30分前
町田市中町1-20-23 11月26日 です。)

(木)
凹T 田 市 役 所 原町ffl.中間[
2階特別会議室

11月(金27)日 同 森里子・本町出・旭町・玉川学園
東玉川学園・南大谷

...，r 

司・v
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健康食

「女三人寄れば……」と云うが、功成り名遂げ

た名士諸候が集まると、 「何か効くもの無いかね

」となるので、関西の某大手製薬の研究所に勤務

する彼氏の、面白い実験をご報告しよう。

糖尿病に悩んで、いた筈の重役氏が、馬鹿に楓爽

と現われたと思うと、いきなり「糖尿にかかると、

アッチがアカン様になる云うのは嘘やで、現に憶

は週に一度のお勤めは果しとる。 君達はどや」

堂々たる挨拶で、生憎、当時三十路半ばの彼氏

種の神器

41 ~':. ~ 
~ ，-， .o 
'"， I~" ， "-". 

合物で、砂糖の様に体内で分解しなくとも吸収さ

れ、胃腸の負担も少なく、インシュリンの消費も

の方は、毎晩遅くまでの実験で、伊賀の山奥に、 少ない。 司
やっと構えた自宅に辿り着くのが、夜中の11時過 水溶性ピタミンの含有も果物の比ではなく、

ぎ、近くに病院が無くて、病人がでると迎えにこ

られたりして疲れ果てて寝につくのは、 l時か2

時、とてもじゃないけど、この処ず、っとのご無沙

汰続きで、返事に窮してしまったが、-

重役氏が、得々と話した処によると、成人医学

研究所で、最も多い糖尿病と高血圧の患者にアン

ケー卜して、快復に側面的なお手伝いをしようと

云うことになり、 「一番つらいと思うことは」、

との質問をした処、圧倒的に多かったのが、俗に

「事月マOJと云うが、 「これがいけなくなったの

が一番つら PJ

「歳も歳だし、湾IJに実戦の必要がある訳では無い

が、何か物淋しくて陣頭指揮で、叱H宅激励するに

も、今一つ気力に欠ける」

「経営上からしでも重大問題で、何んとかならな

いか。」と云う深刻な悩みだったそうである。

そこで提案されたのが、蜂蜜を一日30グラム食

べることにしたら、と云う方法で、重役氏も思わ

ぬ効果の抜群さに有頂天と云う次第。

「そんな馬鹿な」と、内心は思ったものの、そ

こは研究熱心な学生のこと、-

一つ自分で、人体実験してみよう、と思いたっ

て、早速、奥さんに事の次第を話し、一週間毎日

挑戦に応じることを宣言して、協力を求めた処、

彼女は面白がって、積極的に協力して呉れたの

で、見事に面目を保ち、実験は成功だったそうで

す。

蜂蜜は砂糖同様甘いが、葡萄糖と果糖の等量混

8 

B6、ピオチン、老化防止のパントテン酸、コリ

ン、更にミネラル、カリウム、鉄、カルシウム等

12種類が知られており、安定性に於いても現代の

不思議と云われる。

蜂は蜜を試めて 1日に 300粁飛行するそうであ

る。 蜜蜂に花粉を加えて熟成されたのが、ご存

知の女王蜂を育てるロイヤルゼリーである。

流動食の研究で、ハイダック教授は牛乳と蜂蜜

だけでも生命を維持できる。と報告して居られる

が、牛乳に代えて練り胡麻を用いたのが、不老長

寿の霊薬、静神丸で、伊賀、甲賀の忍者が、忍び

の携行食として用いたそうである。

胡麻は脂肪と生命維持に必要な、必須アミノ酸

を総べて含み、中でもリノール油、レヂシンは、

動脈硬化防止の薬としても用いられている。

正に静神丸は人間様のロイヤルゼリーと云えよ

う。 お茶や果物、お酒の好きな御仁は更に水

分代謝を良くする「はと麦」を一つ加えて、練り

胡麻、蜂蜜、はと麦は、現代人の不老のための、

三種の神器である。

略歴

昭和26年 国立衛生試験所勤務

昭和31年河合薬局開局

日本漢方交流会理事

日中医薬関東支部理事河合粛

----/ 
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「法人会年金」

この度、(財)全国法人会総連合では、加入会員

の経営者を対象に、豊かな老後の保障を約束する

ri:去人会の年金制度」を開発発表いたしました。

当町田法人会でも厚生委員会で検討、之を去る

10月20日の理事会で説明、皆様方に充分推奨しう

る良い制度として採択することになりました。

制度は、大同生命保険と提携の生保型と、安田

信託銀行を幹事として、三井、三菱の各信託銀行

と提携した信託型の二種類に分かれます。生保型

のおすすめ

ておりますので、以下簡単にその骨子を説明致し

ます。ご険討頂き当法人会の今後の発展の為にも

率先ご加l入I頁きますようご案内申しあげます。

1生保型終身年金について

(モデ、ルプラン……… 120乃.コース)

O力11人年令二50才
。年金開始年令65才

。基本年金年額=120万円(月額1O)j円)

O掛金=74，400円(男性月払)
... 信託型の制度内容は若干異なり、夫々特徴を持つ 。配当方法=養老保険円増配当

、... 

年金il!ii資
(1，653Jj6) 

②基本11'.合 二令ゐ
(年計[l20hl'j、Wt'f民証)

④法本"fJ，:q'.似の 7%
づっ毎年逓JI4

50才 70才川 8v

配当による 85 .y.~取養老保険

8S.}' 

←一一一掛金払込み期間一一一」

' 
ト」己主主主榊 l 

.. 
※t.i払込lt月間中に死亡されたとき

(附金)
1，OlQJjf1l (l?脱会円) (~:奈川) ⑤ぷ:JnIJ保険金u長/則的)

4，020JjJ'j 
続i品年数

1，653万6X .. ....... .. ... ~... + 1('/1)11策在保険金
(年金減資) 保険料払込年数

〈内容と特長〉

①生涯を保障する終身年金です。

②年金の支払開始後10年間は、加入者の生存、

死亡にかかわらず保障されます。

③遺族の方も保障されています。

。年金の支払開始後に死亡された場合は、死

亡保険金が遺族に支払われます。

④年金額は保障期間終了後、毎年基本年金年額

の7%ずつ増頼され、終身支払われます。

⑤85才を迎えられると、長寿祝金として高額の

満期保険金が支払われます。

〈身体障害になった時は掛金免除〉

(1)わず、かな掛金で災害特約を付加し、万一の災

害死亡をより大きく保障できます。

(2)掛金の払込期間中、所定の高度障害や身体障

~ 9 

得状態になった場合、掛金支払が免除されて

契約が継続されます O

(3)ご希望の時に余裕資金を一時にむ払い込みい

ただき、年金年相をふやすことができます。

(ご契約取扱基準〉

①{j'.金1m始年齢(三通り)
(Ql65才(Ql70才(Ql75才

@掛金払込方法(四通り)

。-11寺払 O年払 O半年払 (QlJ1払

の加入年齢

。25才より72才まで(但し一時払込の75才年

金開始の場合は、 74才まで加入可)

2信託型年金について

①制度の基本的考え方

イ)イ豊かな老後のために……公的年金の補完と



して

ロ)⑧の無い方々のために……信託運用で高利

回り貯蓄

②制度の内容

イ) 加入資格 法人会の経営者ならどなた

でも (58年4月よりは65才未満に限る)

ロ) 積立金 一括型と積立型があり、夫

々年令に応じた掛金です。

例 l一括型 50才で 578万円

1積立型 50才で毎月49，500円

(積立総額 891万円)

何才で加入しでも満65才時に1487

万円が準備されるよう掛金額が決

められています。(図 1) 

関 1 一括型・積立型の比較

司，.， 1，487万川

891万円

578万円

65才

ハ) 加入時期 申込書提出後第一回掛金納

入日

ニ) 年金給付 65才時に次の{口jれかを選ん

でT員きます。

A.長寿年金プラン

満65才時に特別一時金75万円と本人

と配偶者の死亡時迄月々10万円を支

給(図 2) 

図2 長寿年金プラン

特別

一時金

75万

(平均受取総額3，075万円)

月々 10万円

65才本人生存中 配偶者生存中

ハリ

B.福寿年金プラン 65才-70才でスタ

ート支給開始時に特別一時金 200万

円 (65才時)と毎月25万円を 5ヶ年

間支給(図 3) 
図3 福寿年金プラン
( i前65歳受取開始を選択した場合)

(受取総額1.700万円)
特別一時金額

特
別
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金
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歳ハU巧，，

200万円
I _ c， ~_~C.， _ _ . I満69歳から→自25万円
毎月25万円の年金|

満70歳から→750万円

※特別一時金li支給開始年齢によって右上表
のように異りますが、年金額の毎月25万円
は変わりません。

ホ)脱退一時金 一年以上で何時でも可能 司e
ヘ)申込口数 加入時に複数可能、又加入

後は随時j前年令に対応、した

掛金で増額ができます。

ト)税 金 積立期間中の利息には税金

はかかりません。

給付額については、積立元

本を差ヲIpた残りの利息部

分を特別一時金額と、年金

額に按分し、特別一時金に

ついては、一時所得、年金

部分については、雑所得扱

いとなります。

チ)遺族一時金福寿年金の受給権者の死亡

に係わるもの O

なお詳細については下記取扱機関にお問合せ

下さ Lミ。 d 
生保型 大同生命保険相互会社町田営業所

電話22-5756

信託型 安田信託銀行株式会社町田支庖

電話26-1611

二井信託銀行株式会社町田支庖

電話25-1131

ゴ菱信託銀行株式会社町田支庖

電話28-1211



-

司-

納税は便利な振替納税で

@電気・ガス・水道料の支払いと同様に、所得税も金融機関があなたにかわって預金口座から援替えて

納税してくれる便利な方法です。

申し込みは・H ・H ・..…税務署又は、預金先の金融機関へ預金口座にご使用の印鑑を、お持ちくだされば手

続きはできます。

納税方法...・H ・..…申し込みますと、金融機関では、納期限に預金口座から、税金相当額を振伴えて納

付し、領収証書は、あなたのところにお送りいたします。

利 点...・H ・..1.納税のため、いちいち金融機関に出向かなくてすみます。

2.納期限をうっかり忘れても安心です。

3.現金を持ち歩くことに伴う危険がなくなります。

あなたもこの機会に是非御利用ください。なお、詳しいことは下記あてにお尋ねくだ

さL当。

町 田税務署 管理徴収第 1部門
電話 0427 (28) 7211 内線 234~236

でご:.'fIでご.でご~τ・~コココτ品工τぷτ・1τ・1τ:.'fIτ.'IXX.'I.~n'l.~nV.x.Vn'l.VKl<'"KI<'"nV.:.'fI・l.'l.Vn'IXX.'I.'l.'lXX.Vn'I.'I.'I.'I.'I.τO'I.'I.'Iiコココココ"""ムヨ京、良市地市、損品寓端、仇本軍吊

町田税務署のあらまし (昭和56年7月)

※署の機構図(定員85名)

ts 務 j県 (12名)

管理徴収第 l部門

(14名)

L特別国税
所得税第 l部門

調査官

(所得税担当) ト所得税第 2部門 (23名)

特別国税 卜所得税第 3 音~門

調査官

(資産税担当)
資産税部門 (10名)

※庁舎関係
法人税第 1部門

敷地 2，137m' 
(19名)

建物延 2，641m' 法人税第 2部門

3階建鉄筋コンクリート造

竣工昭和55年10月30日 」関税部門 ( 4名)

-11一



町田税務署職員配席図
町田市中町3-3-6
電話 0427(28) 7211 

(資産税部門)

1'::で二J
大 会 議 室 J室

(法人税第 1部門)

小会議室 |真健| 「林 |工藤| 階

二
|町 U|野庄日|

岡;同 |鈴木ZutAi 司.
副署長塚本

212 

(間税部門)
電話交換室

291 
杉浦

餐引 l3E4 |九方|cl51111 2 

理

E 
(総務課) 階

女子更衣室

応接室

署長西川

211 EEE 
-

a

a

E
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機 械 室

面接室

休書室
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(所得税第3部門 (所得税第2部門)

食堂

295 

ホール

(所得税第 1部門) 階
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「短信

く国際障害者年に協賛〉

青年部会が音頭・町岡市に浄財寄附

- TB S榎本勝起氏、署法人税部門も協力一

ご存知、今年は国際障害者年、 地域の団体の一

員として何か出来る事はないかー -。

青年部会の事業計画策定中いくつかの議論があ

ったことは事実、それが先に開催したTBS榎本

勝起氏の講演会が誘因となり一気に具体化したも

のであります。

即ち講演内容に表はせられた陣害者に対する社

会への訴えであり又白からの講演料のご協力を項

いたことであります。

これに呼応し部会有志のカンパの実施並びにIOT

田税務署法人税部門様にも協力をお願いし、 三者

による浄財を集め、 8月4日、榎本氏、杉浦部会

長、中里副部会長が町田市役所に大下勝正市長を

たずね寄贈いたしました。

寄贈の後一時間有余に亘 り市長との懇談の機会

を説けていただき有意義な-11寺聞となりました。

|判、本件は東京新聞及び武相新聞でで採り上げ

られております。

青年部会が公関税務研修会を開催

固定資産税制の解明(経営との関連)

講師早川 昇氏

ーテーマー

青年部会では固定資産税制の解明をテーマとし

て町田税理士会副支部長早川昇氏を講師に迎え10

月24日町田市商工会館会議室に於て公開研修会を

開催した。

マクロ的には経済不況のなかで地価の騰勢鈍化

が強調されてはいるものの、先に国土庁より発表

された基準地価格調査によると全国平均年率 7.4

%と依然として高い上昇率が示されております。

一方、これらの地価の上昇を反映して、自治省

では固定資産の税額算出の基礎となる評価額を三

年振りの改定期に当る来年度24.1%の引き上げを

決め、既に中央固定資産評価審議会の了承を取り

つけ、 11月には税制調査会に諮問する段階にあり

着々と改定作業がすすめられております。

固定資産税並ぴに基準額の引き上げは税負担の

増高及び地代、家賃、権利金、 保証金などに緊密

な関係を及ぼすばかりか、将来に亘 り相続、贈与

等による事業の存続の上で極めて重要な要因 を内

含するだけに関心も高く 予想を上回る受講者がつ

めかけた。

レジメに従った理路整然とした講義に熱心に聞

き入った後、活発な質疑応答が行なわれ充実した

セミナーを催す事が出来ました。

東京税理士会町田支部様並びに講師をお勤め項

きました早川昇氏のご指導ご協力を心より感謝申

す次第です。

尚、ひらかれた活動を標梼する 当部会の第一歩

として今回町田市青年経営者研究会との連携事業

とし実施したもので同会のご支援にも併せて感謝

致します。

内
ぺ

υ
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町田法人会の近況について

定例理事会

8月定例理事会は休会と致しました。

9月8日伏) 11時より町UJ税務署大会議室にお

いて 9月定例理事会が開催されました。

特に、本理事会は、全員精強推進統一月間が、

1O)j、 11月に全法連を中心に全|王|的に展開されま

すので、これに呼応し町田法人会にでも全役員の

総力を投入会員増強運動に全力を尽すべくこれが

体勢作りを中心に討i義され、当会にては、 10月中

を全員増強推進運動期間と定め強力に推し進める

ことに決定致しました。

10月20日ω 11時より町川税務署ー大会議室にお
いて10月定例理事会が開催されました。

議案

1.法人会年金制度について

かねてから全法連において検討されて参りま

した法人会の伽|人年金導入については高齢化社

会を迎えるにあたり全員企業の役員の方々の右

後対策の一助として優れた内本を備えている制

度でもあるので、町田法人会として採用するこ

とに決定致しました。

なお詳細lについては本文、9ページに掲載され

ております。

2.町田法人会集団検診について

この件につきましては、厚生委員会において

検討中。

3.町田法人会婦人部会設問について

このことについては、来春先足を目途として

準備に入る。

4.報告事項

イ.会員増強推進運動の中間報告が行われまし

た。

役員各位のご努力により計画目標に近づき

つ、ありますので、いま一層のご尽力をお願

い致します。

ロ 56年度法人会役職員合同研修会について

10月22日 京王プラザホテルにおいて

東京|王!税局長 宮下鎖巳殿ご臨席のもとに、

講師東京国税局直税部長 横井直氏による q

~M:近の法人税課税実績からみた諸問題ウと講

師fI本経済新聞経済解説部長 池田正人氏の

い11本経済これからの一年かと一坦し講演が行

われ、(社)松戸法人会事務局長 松下三郎氏

の、、わが法人会の会員増強運動η(社)王子法 ・・
人会事務局長 三上寛之氏のい支部活動につ

いて"の意見発表が行われ、町HJ法人会より

はIF.、副会長、総務委員長及ぴ事務局長の 5

名1'1'，席、極めて有意義な研修会が開催されま

した。

.青年部会主催による「公開講演会」聞かる

10J]24日 町同市商工会二階第一会議室に

おいて午後 6時30分より 9時30分まで、東京

税.fI![士会町田支部副支部長早川昇先生の講演

"I.'i1定資産税制の解明かと題して講演会を開

{住いたしました。

、1'1I1は青年部会員30数名と本部役員と町HI

税務害よりは法人税第 l部門指導官のご臨席

をいただき、身近な講演の内容であるだけに

実に有意義に開催されました。

ニ. 56年度マ見を知る週間η 行事について ‘' 
llfJ11日 午後6時-7時九段会館にお

いて、東法連主催による、渡辺大蔵大臣のり

財政再建を考えるかと題しての記念講演が行

われます。当会よりは役員10名の出席を予定

しております。

IBj"川法人会にては青年部会・源泉部会共催

による『講演と映画の夕べ』が11月13日午後

611寺20分-9時30分まで、町田市公民館に於

いて講師中央大学経済学部教授・池田正孝先

生のホ国際化時代の中小企業H 一一日本の中

小企業の強さ弱さーーと題しての講演と、 16

mm映l白) 脱税Gメン川島班ーの放映を開催致
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IQTUI税務署・ IUT川市役所・町Itl法人会共催

による56年度年末調整事務等説明会が開催さ

れます。

実施要領についての詳細は本文 7ページに

詳細記載されておりますので振ってご参加ド

さい。

なお従来は111]"川市役所特別会議室の 1ヶ所

のみにて開催されましたが、 fe?さんのごHtiC

のために会場を外地|ズに設けました。

しましfこ。

56年度納税表彰式典

11月17日午後2時より 111]"111市民ホールにお

いて、納税表彰と感謝状の授与式が行われま

す。当会にては表彰 I名、感謝状2名の表彰

が決定しております。

ホ.56年度年末淵轄事務等説IIJJ会について

--一一一--一一一----------------一一一←一一一一一---一一一-~，-------.
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法人税確定申告書を提出される方へ

これまで、法人会では的主1/1;';'11;:にスタシフを1111すか、あるいは '1"liijにシールをおh11けして、

i去人会々 (1のμdしとして米ました。しかしながら、引liijにスタシフを1111したリ、シ ルを民1;，;五

j; Tt%ですが、

することがイ、"frmとなりました。
今後は、本会出の卜日1;にシールを11:1)1)込み、;t;T)しにお111;it l 、たしますので、
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，;己'ICを111心に秘f!lいたしました。

。今後)1、、この会報になにかとご要望がございま

したら、地lメ;委11を通じてご別命くださるよう

お版!~ 'f文します。

後集

晩秋の↑|美となりました。

全員の皆々様には益々ご健勝のことと存じます。

常日頃は法人会j選常にご協力とご支援を賜わり

有難く厚く御礼け1し上げます。

。第 4号はれ晩秋サかにして「税を知市週Ii¥jJ の

手肩

一一広報委li合一一

齢iI6JllJl::I~霊童ヨ15 
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新
A
Q

冨 貝 の -・0
、同副圃 紹 介 自56. 7， 1 

至56.10. 31 

法 人 名 代表者名 所 在 地 業 種 電 3古

(朝八千代物産 加藤八千代 大蔵町139-5 栄養食品販売 35-1 6 4 5 

(有)細 野 庫量 産 細野利i幸子 小川 1-2-6 不動産管理 95-6 3 3 5 

j度 辺 建 設(布 渡辺 功 鶴間483 一般建築 95-1 1 7 2 

日本アーリー棉 田中 F夫~・ 金森1733
アーリソクスAGl、油圧プレ

95-1 7 0 1 スEPA-20、クランプ式

(布新 j外| ì~IJ 量 松永秀登 " 1906-18 測量調査 96-1 9 7 8 

(有7小 林 産 業 小林春雄 " 245 管型ヒューズ 23-3 9 6 5 

骨和平 手口 A呈u. 椎橋良袷 原町田 6-7 -14 洋服及ぴ洋品 22-5 0 8 3 

(郁三 友 ビ /レ 菅谷公子 " 6-11-16 不動産賃貸 23-4 0 8 3 

蜘壁の穴町田 山本 宏 " 6 -10-10 スノfゲティー 22-0 3 5 0 

ウ イ ン グ附 大滝 JE行 " 
6 - 8 -13 

歯科技工 28-8 2 0 0 いつ'みビノレ内

嗣太 F是 企 業 稲葉 ift.i登 " 6 -10-10 飲食業 28-8 0 9 0 

(知理 E各 鈴木 i青 " 6-9-7 tjl華一般 22-0 5 5 5 

(有)財 商 高橋義仁 " 6 -29-4 金融 22-2 6 2 8 

側楽 大 楽 器 I1J ド ;t~徳 " 4 -23-16 楽器販売 28-6 5 3 1 

(朝男 立己 ま定 7k松 JMrJL. " 4-4-1 ノfフ 22-1 4 1 4 

(布く れ よ ん 村111 け:幸 " 4 -10-21 飲食業 28-8 0 9 5 

(梼吉 } I J 商 メZ当三、 古川己代一 " 4 -10-21 不動産の売買 23-1 2 3 4 

(郁シ ン オ ン 古住志郎 " 
5-4-2  

婦人衣料 25-1 4 5 1 大塚;/1，
(郁ち りめんや 萩't川氏子 " 2 -15-1 呉服 22-2 8 4 4 

(布トータルインテリア江成 江成勝敏 " 1 -14-8 内装工事 22-8 8 2 4 

(布芳村英語教室 芳村達子 " 6 -17-4 学宵 26-0 0 0 8 

(11)大 蔵 商 事 宮地 川久 中町 1-16-14 金融業 26-7 6 0 0 

側朝 日 企 両 石井 市犬 " 1 -28-22 広合業 22-1 7 6 3 

えぴす屋商事(却 喜多敏夫 " 1 -16-11 不動産業 22-2 2 1 5 

野 J1! 商 事(鮒 野川 fF.義 森野 1-22-14 ィ、動産管珂ー 26-1 5 3 5 

脚力 サr 竺干' 風間 克己 南つくし野 1-14-4 建設業 95-1 6 4 5 

(有7邦 光 重 機 邦光 !!(t-- 金森 1-3-4 土木 28--8 5 1 5 

嗣石磨石材庖 加藤HVLJ郎 鶴間606 石材 95-1 5 6 6 

手日 光 ;!!l 信欄 五十嵐悟 森野6-333-6 電気通信建設 23-3 0 5 3 

エス・アイ電気側 佐藤一二 " 6 -358-3 電子機器設計製造販売 28-6 1 8 3 

(朝町田タワーパーキング 渋谷 l'i雄 11 1 -18-2 駐車場の経営 22-2 4 3 0 

陶ミ ノル電機 小森谷貰 原町1114-15-4 
ラジオカセソト・テ プレコ 22-5 3 9 6 ーダーの剖)IV，*ll立て

側内 藤 ビ /レ 内藤 斉 11 4-7-3 貸ビル管理業 22-3 3 1 8 

(鮒ビーアンドディー 近宗本雌 哲1:郎夫 " 1-2-6 スポーツ111品小売業 29-2 1 3 7 

協 版~府 小中 重幸 中町 1-19一一5 貸金業 25-5 9 1 0 

(有)インテリアアート 殿|前j ~- 小山町148-1 一般内装工事 97-2 3 7 1 

(郁キヲヰ精機製作所 木村俊策 11 1196 医療機械製造 97-1 1 0 4 

(郁三回流通経営研究所 岩fHコ之助 中町 1-17-4 経営コンサルタント 27-2631 

(布ト 、 イ商事 津田 照子 原町田 4-3-9 サービス業 42-6 8 6 4 

i長 谷 商 事情) 渋谷定吉 根岸町335 タイル工事請負業 91-2 6 3 8 
」一

司.

d 
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法人名|代表者名|所 在

偏岩代工務庖|遠藤悦児 l常盤町3241

蜘源 建 業|岡田i原二郎 1金井町835

地|業 種|電話

一般建築工事請負 197-1 3 4 7 

木造・造作工事 135-4 1 3 6 

土木工事の設計 135-5 7 0 3 

電気工事全般・電化製品取扱 135-5 3 3 7 

プラスチック密封容器 135-1 4 7 8 

家電 134-2 2 2 2 

生鮮食料品 134-1 5 3 8 

土木工事 I 34-3 8 3 2 

プラスチック成型m金型 196-0 6 0 1 
医療コンビューターシステム I96-9 6 6 1 

中市自動車版売 I 96----': 2 7 2 1 

土木建築 196-5 4 9 4 

建築請負

不動産業

鮒イ マ l生熊只好 i三輪町234 電子機器設計製造

梱包作業
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似
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目
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∞
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口

幻

日
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M
l
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一

位

一

野

1

3

一

一
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一

町
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l
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路

町

谷

2

4
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f
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H

H
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村

瀬

大

町

H
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成

瀬

町

津
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野

野

町

崎

瀬

野

小

大

能

鶴

y

小

y

y

山

ユ

金

つ

小

真

木

小

木

成

市

本

令

中

凶

旭

つ

市

成

旭

野

相

森

小

岡

山

成

森

亘

美

治

子

晴

之

之

附

夫

宏

夫

子

夫

雄

作

司

比

郎

江

一

冗

志

子

昭

一

明

夫

昭

真

子

資

児

美

信

弘

る

一

功

二

子

義

純

江

正

勝

孝

勝

保

富

京

文

常

栄

一

正

哲

津

恭

信

和

進

敏

光

昭

佐

久

祥

知

目

安

は

誠

洋

純

千

美

田

木

美

木

村

盤

塚

江

谷

藤

津

和

島

口

松

原

藤

辺

村

田

口

目

田

溝

原

川

々

野

島

端

花

島

川

原

尾

利

木

林

多

島

鈴

木

常

東

大

打

水

佐

大

名

大

江

植

三

佐

田

中

高

野

木

柴

中
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中
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中

矢

小

生

伍

山

条
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友

樫

小

本

中

ク

設
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一

勝

木
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ス

卜
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一
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設
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業

工
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建
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建
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パ
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f
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十
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村

引
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公

口

美
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ワ
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幸

T

一

同

マ

ん

一

ユ

見

附

エ

ド

↑

↓

υ
い

肱

川

藤

ヶ

ゴ

木

洋

げ

メ

-

ク

島

a

L

r

l

H

洋

企

ダ

サ

ル

一

ン

/

島

べ

木

ト

づ

削

丸

水

里

パ

カ

大

エ

松

1
藤

川

j

日

夕

こ

ト

チ

藤

刷

束

ン

日

一

ナ

下

東

h

紫

サ

サ

ボ

樫

双

ナ

中

)

ホ

キ

ア

ヨ

7

h

側

陶

偏

蜘

械

鞠

陶

帰

納

陶

陶

附

陶

三

陶

陶

石

偏

附

陶

鮒

ナ

嗣

備

附

相

側

嗣

嗣

間

シ

嗣

嗣

作

嗣

附

鮒

ス

陶

附

鞠

嗣

土地建物の管理

自動車部品

原料品・制IJ~ ，'，

各種体育器具・遊具新設修理

管工事業

水道工事業

、v

育児用品リースと版売

スイミングスクール

門扉の設計

i先斉IJと化粧品

建築

精密機械

不動産売n・fll'介
印刷業

自動車のl以売

飲食応

英語塾

貿易・工芸品

ウーロン茶等

電子機器

石材

アルミサッシ

テニスクラフ。

建設業

土木工事
合公三込-<9-， 1 
川心ピ仁丁よえ日日

巧，

a

044-989-0872 

34-6 2 4 0 

95-2 9 5 5 

96-2 5 1 1 

34-0 6 0 5 

25-8 2 3 8 

28-5 7 0 0 

97-7 0 6 6 

91-0 3 2 3 

96-3 3 3 1 

22-7 7 4 1 

25-6 5 5 6 

27-0 5 1 1 

26-6 5 2 1 

91-1 5 2 :3 

26-5 5 2 5 

96-1 0 4 0 

23-4 9 8 5 

29-0 7 2 7 

22-8 6 1 9 

35-2 6 5 6 

82-7 7 1 1 

22-0 5 3 1 

34-6 1 0 0 

25-6 5 3 1 

91-8 2 4 8 

96-9 8 8 1 

23-3 6 8 1 



法 人 名|代表者名|所 在 電話地 業 種

日目

1
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子

町
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町
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1

F

!

F

F

・
-
)

原

森

原

中

成

玉

一

二

郎

男

尚

郎

一

斉

研

栄

太

忠

泰

道

行

芳

薙

谷

津

原

村

賀

村

草

渋

松

萩

木

岸

敦

松

所

ル

事

側

庖

会

鶴

糊

ン

市

ル

ヨ

究

器

パ

hw

商

E
研

幾

製

れ

ピ

町

育

わ

引

反

ラ

華

文

ザ
刊
訂

i
原

井

判

電

木

耳

松

丸

科

す

京

陶

附

陶

萩

欄

陶

陶

東

パン類製造 122一 7817 

ブライダル一般の相談

不動産の管理 122-2 4 5 2 

ピル清掃 122-3 8 5 0 

百貨クレジット販売 128一o1 0 1 
児童生徒の補習 1 22-9 6 7 8 

すし及鮮魚 195-5 6 6 1 

通信機器販売据付 I 25-5 6 3 1 

93-6 3 9 2 

35-1 5 7 5 

中国茶卸販売

中国茶輸入却販売

内装仕上工事

測量業

土木建設

菓子・食品小売業

飲食業

除湿装置設計製作

宅地造成・不動産業

化粧品卸売業

薬局・化粧品

不動産業

歯科技工業

大工・工事業

飲食庖

建設業

教育関係

26-7 1 3 1 

73-7 7 7 1 

93-1 7 5 7 

91-2 6 5 1 

91-3 8 5 7 

23-4 1 2 4 

72-2509 

34-4 5 5 8 

27--9 5 6 5 

28-1 9 1 2 

044-987-4986 

25-6 1 7 0 

23-4 0 7 6 

26-5 4 4 5 

25-4 7 2 9 

95-0 0 5 1 

司.

(朝関東保険サービス|小川 丹郎|木曽町1460 保険代理底

(宗)観 泉 寺|天野弘定|真光寺町1210 宗教法人

日本ビシエイ株|中津1E毅|森野 2-26-16 抵抗器の輸入・製造

和 光 金 属蜘|村上竜古|相原1225-2 金属原料の販売

(拘束 西|平沙!!日子|木曽町2231 冷却l塔組立

岸問電 設(有01岸間利明|凶師町1686 電気工事

(初阿部満留賀|阿部竹夫|忠生3-3 -12 そばや

(布武苗製作所|武苗友治|高ヶ坂95 臼動車付属品

(布比間間工務応|比間間安雄|小山町4186 建築

関東調査設計制|栗原削}I鶴川 4-1131ワ荘103I測量

?コ;;行主日ナ|海野 iti:良|本52す竺 3-402 貿易

(却斉藤塗装底|粛藤一彦|本町田971 塗装業

制束手ZZ33すン|加藤時義|三輪1072 医療器販売

嗣高野建設|高野 稔|南成瀬3-1-3 建築請負業

(却玉川水産|大内雄三|成瀬台 2-18-23 

側オーワイ・ケー|小林間生|玉川学園 7-3 -22 調味料・たばこ販売

側協進 電 設|木村春喜|高ヶ坂1634-19 電話架設工事

側日中貿易|増山一郎|小川1525

(布雲市貿易公司|増山 -illi 1 11 

輔ち の|千野英雄|木曾町1306-1 

総合測地欄|荒木勇司|大蔵町3114-10

(朝高梨建設工業|高梨一郎|山崎町151

陶小間切商庄|小凹切友義|高ヶ坂237

制加 賀 屋 iLI r台) )1[1也l'扇町出会而日盃25F
大成プラント側|根本和町 1 " 6ー25Aビル
丸金建設側|大友 栄 11 1 -20-8 

カネ森喜ff霊長売胸|民音fS 茂~fil 11 6-3一20

側かねこ薬局|金子 貰|旭町 2-2 -29 

(有7興 地|松田錨雄|原町田 3-9 -22 

(布東邦歯研|小宕正邦 11 1-2-6 

江原解体(布|江原英子 11 1-19-5サ

アール・エイ鮒|安藤玲子 11 1-3-8 

岡三建設側|前川ハ男|森野 1-34-11 

(初理 数 塾|小森隆彦 1 11 1 -19-16 

11 

93-6 3 3 1 

34-5 6 1 2 

91-2 9 1 7 

26-5 5 2 3 

23-1 4 9 2 

28-8 9 8 1 

23-3 2 1 1 

23-6 0 0 0 

23-7 3 7 4 

25-5 5 2 5 

25-6 3 3 3 

22-0 8 9 1 

26-4 3 2 1 

27-2 6 0 3 

27-2 3 4 8 

d 

。。



法 人 名|代表者名|所 地 業 種 電話
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電気部品の製造

26-1 7 8 8 

26-1 Ii 0 2 

22-5 0 5 5 

91-4 6 8 5 

25-0 5 7 4 

26-1 4 7 0 

26-3 1 5 3 

22-0 0 6 2 

96-5 9 6 0 

96-9 8 2 2 

95-1 0 5 1 

95-3 3 3 3 

96-5 0 2 9 

35-5 7 3 9 

- 19一



業法 人 名|代表者名|所 在 地 種 電話

ビル清f最

菓子製造業

学習塾

側山美興産 1UJ 11 謙二|木骨111]"1170

十勝食品輸|中村保三|成瀬1600-26

附共学セミナー|佐藤 賓 1 3めた 2-2F
陶富士車嗣商事|熊坂康次郎| 円 2321

デイリーフーズムラタ|十tHI 安{恵 I" 1311 
(旬ナルセドライ!今尚喜幸|南成瀬5-32-10 

(掬カネコ産業|金子敏政 l成瀬fi1 -16-17 

(旬協立銀金製作所|谷11 安徳" 2-1-12 

東邦エンジニアリング蜘l内川 元夫|高ヶ以1645-24
共和電設(ωi上野最雄" 140-8 

げj)久美乃回;内応 I91阿 倍|能ヶ作111]"842-82

エステー電子蜘|山川定久|鶴JIIG -8 -8 -203 

山菱電機(梼|木戸11久義|鶴間646-1 

(有)平本商事 I-f-本ソメ I*Iij]"川3009

附け や きi長足勝久" 25:3:3 

(千lI藤不動産研究所|藤111 JE一1+.川学|主17-18-G 
5支主主ふーシング|松村 奔" 8-3-9 
脚ニッケン企 l同|阿川誠一|本1111'1113404

利l 光建 装附|伊東次三郎|本Filll12211ノ、16-10

27-2 1 7 1 

96-6 0 1 0 

96-8 0 2 0 

フォークリフト販売修理 122-6 9 1 1 

食料品

クリーニング業

27-1 6 8 1 

25-3 5 3 9 

27-1 4 5 6 

29-0 1 6 3 

23-1 1 8 8 

29-3 8 2 0 

35-3 3 7 1 

34-5 3 3 6 

95-0 3 1 1 

23-3 6 3 3 

92-0 3 1 1 

25-8 0 6 8 

水道工事部品

鋲金加工とプレス

指十

屯気工事

食品、酒

屯子部品製造

電気機器製造

不動産業

汗籍、文共

不動産取IJ1 

司.

通信機器の貸借 1 26-1 4 5 7 

BS大型看板、建築士木 128-4 3 5 6 

塗装工事業 123-6 4 2 8 
" 2507 
踊長グ)~ì 1 -18-407 
本IlIflll:H8ii
f艇のか 2-11-506 
本 IIIJ"I11 :~5:~9 
公判住宅イ 11](j 

一本間Ji1129-1 

刷満留賀そぱ，g1清水秀雄

ヤマトテクニックス附 1 [剖川 洋三

(イ j) タマ住1: 1 松I~ iIJi和

刷トランスポート|星野良秋

日本そば

時接機器!以売

同根工事、械金工事

サービス業

91-3 3 2 2 

27-7 4 6 0 

28-0 8 8 8 

24-9 6 6 0 
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陶

刷

出

東

陶

嗣

待水スプレー版売 1 28-0 6 4 2 
会種自動版売機、関連|
尚品、創作陶~:y.喫茶 I 26-9 5 3 1 

1'1蟻予防工事 1 23-1 5 3 7 

医療具却売 1 25-3 7 0 1 

l同雨販売、軽備 122-9 6 3 6 

不動産管用、駐車場 128-4 6 3 3 

鉄筋、加工組立、鋼材販売 126-7 3 4 5 

建設業 I 22-1 2 7 3 

太陽熱温水器版売 1 25-0 1 0 2 

新聞、書籍、維誌 I 96-7 0 5 5 

電子機器部品の組立 1 25-7 5 7 3 

不動産管珂ー I 25-0 0 8 8 

不動産管瑚 193-6 2 0 9 

f理容業 1 91-2 1 0 5 

金属焼付塗装 195-2 5 2 9 

機械加工 I 95-6 0 0 4 

通信音響器の取付、修理 135-5 7 7 6 

自転車修珂ー販売 172-2278 

一般建築 182-2 8 0 4 

d 

- 20 -



j去 人 名 代表者名 所 在 地 業 種 電 三古

鞠日 興 迫 千秋 相原町1371 不動産業 72-6025 

↑姦 栄 建 設側 柳原 毎文 " 534 建設業 73-2 1 3 3 

側日本産直センター 森田 照弘 " 1237-5 食品加工業 72-2745 

(掬ミ ヤ 商 事 河村国旗 " 1733 菓子、缶詰輸入 71-4 6 6 6 
日月日を宮りる

荒井 11 " 1351-2 教育関係 73-0 7 1 7 実践グノレーブ協，議会

土屋自動車鮒 土屋 宏示 " 1251 自動車販売修理 72-3066 

栄 不 重i1J 産僻 高橋光男 小LlIIIlT928-2 不動産業 97-0 0 2 0 

陶中島製作所町田工場 中島一成 " 3149 プラスチック成型加工 71-7 1 6 8 

側朝香建築設計事務所 朝香志良fj 本町川1761-3 建築設計、測量、登記、宅造 28-0 8 8 0 

脚本町 1+1不動産 鈴木 貞光 旭町 1-16-13 不動産業 22-9 5 4 6 

側サ 可ア ア イ 相)11 令子 玉川学|主12-1 -22 不動産及飲食 25-2 9 3 1 

(布興 手!l 建 壬員又凡. +直田 女子 原町1113-8 -24 不動産業 25-3 9 9 6 

(布宝 建 壬a又凡a 秋田 光 森野 3-1 -19 不動産業 26-7 6 5 0 

川- |大 平 建 設耐 大平1It1 中111]"2 -12-12 不動産業 26-6 1 7 8 

東都ハウス工業蜘 小池美章 " 1 -17-4 不動産仲介業 28-1 1 0 0 

拓 河‘己2t 1圭 業蜘 木村弘善 " 1-10-15 金融業 23-0 0 0 3 

(掬ミ 、ソ イ 梶原正稔 " 1 -22-8 不動産業 29-0 3 2 1 

(却朝 11 木 朝日 干lJ?fi 金森584-(j 土木業 26-9 9 (j 1 

側東京楽器卸センター 村松 有 鶴間 1-18一12 楽器版売業 96-5 5 2 5 

(制維 貴 工 業 人見 幸男 " 1255 建設機械品li立解体 95-3 7 9 6 

技 研 超 硬骨粥 小久保保 bx瀬5204 超硬工共 26-7 5 4 4 

中 ) 11 本 材備) 中川 f'Hfi " 2231 木材業 23-6 7 3 1 

日本電波機器(栂 佐藤iJt佐ルl 小川 3-16-1 電波機日;訂以売 95-7 4 2 5 

(制ケア・ライフ 鈴木恭子 つくし野2-10-26 イヒtlU 95-3 8 9 5 

(布つくし野興産 和知純一 " 2-9-8 ピル1fi:.flH 96-1 2 4 4 

(布ク ロ ノぐ 伊Ul 貞子 iliつくし野 3-5 新刊芹籍、文共の版売 96-1 8 1 8 

(有7ベスト・エンジー 斉藤文夫 " 3-7-6 音楽関係 95-2 1 2 4 

(知成 i事IT 物 産 足立防 f Iお大伴219 不動産業 23-4 7 1 8 

住 友 芸(制 元水 日虫 " 229-1 看版業 26-6 5 7 3 、F |鮒メ イ フ /レ 田村利雄 中lur2 -6 -8 建設機械 26-6 9 5 4 

側アユミ電機 皆川 文夫 市iヶ坂514 自動車電装修理版売 28-9 8 4 3 

日産チェリー町田販売附 森垣利l夫 小)113-2-1 自動中の版売及修理 95-1 9 2 3 

中日 )点 銘 版(~豹 佐藤武雄 キ11原IJlfI801-124 ネームフ。レート 73-8 2 1 5 

五十鈴精機蜘 谷川原允犬 " 310-13 金)品加LL 74-0133 

附ダイヤミンク 桐生 栄 11 1824 不動産仔理 72-2 2 2 5 

(有)藤森電気商会 藤森光大 小山町"367-20 電気工事一式 97-0 2 9 0 

(布小峰不動産 小峰重治 " 222-2 不動産業 97一 303  1 
3 0 3 2 

福 ) 11 fP 刷側 福川 勝之 Jι生 3-6-5 印刷業 91-2 4 1 1 

太 陥 物 産欄 山中 訓子 " 4 -22-4 不動産業 91-2 3 4 1 

揃ホンダファミリー東京 斉藤正二 " 4-8-7 自動車版売業 93-1 3 3 3 

(却さ と 7 佐藤重和l " 4-4-11 貸倉庫業 91-0 8 5 5 

(布長谷川商会 長谷川康治 木骨町1575 プロバルガス販売 91-0 2 0 0 
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法 人 名 代表者名 所 在 地 業 種 電 Z言

側協栄スイミング
クラプ町田

若林敏朗 忠、生 2-3-1 *7，永指導 91-1 2 5 1 

石 111 石 油側 石川 丈夫 木曽町1，941-1 ガソリンスタンド 93-3 8 5 7 

(朝木 曽 産 業 渋谷新作 イシ 1，455 不動産業 93-4 5 2 3 

(有)丸 長 商 庖 花輪初夫 。354 酒類小売業 22-1 958 

脚保 手ヰ 木 工 保科政蔵 ク 1，160 建具販売 91-2 6 2 3 

旭 鎖 油附 小原和彦 。 1，358 産業廃棄物処理業 73-2 6 1 7 

(有)い と 7 伊東忠太郎 ク 1，136 レストラン経営 91-3 0 9 1 

(布ホ ア イ 中村昌稔 ク 1，461-3 飲食庖 93-0 0 9 1 

(布山本工務庖 山本義定 忠生 1-21-17 建築業 93-0 5 0 5 

(有山 崎 青 果 坂倉克己 山崎町2，200 青果業 92-0 1 9 7 

側三
r玉ムー， 稲津紀三 ぞ〉 1，491 出版、企画 91-2 5 2 4 

(却金 本 榎本金司 。898 飲食業 93-6 789 

(硲ビューティサイトウ 斉藤敏江 ぞ〉 2，323-1 美容院 93-4 757 

(有)尾 作 木 材 尾作信行 // 160 木材加工 91-0 6 3 4 
‘・ー

(械工 A円旦E与 楠 日明 図師町1，359-6 
鉄工第二次製品 93-2 566 
建設機械販売

ニッサンフリーズ附 後藤元宏 ろシ 1，752 特殊土木工事業 93-3 3 7 9 
(有)フィールド・エン
ジニア・サービス 佐藤清美

。575-24 移動式クレーン修E盟反売 93-2 346 

(有)栗原表具庖 栗原清次 。1，761-8 表具師 92-0 6 8 7 

(布井 上 産 業 井上菊枝 矢部町2，590 不動産管理 97-1 3 5 8 

(有)志 キf 建 築 志村ヤヱ 根岸町308 建築 91-3 3 00 

(布宝 手口 住 宅 大木次男 上小田町2893-3 不動産業 97-7 3 3 6 

宗教法人正山寺 藤野有慶 ク 1，504 教化伝導 97-1 4 4 6 

(布佐 武 建 築 佐藤武吉 ぞ〉 2，830 建設業 97-3 2 4 7 

(有)八 尾 工 業 八尾 i青 下小山田町3，210-3 土木建築 97-1 1 4 3 

(布小山田建設 高橋荘介 ク 938 土木 97-0 9 2 0 

(却山 口 建 言受 山口 利明 バン 76 建設業 97-1 6 4 0 

(布ミサト設備 飯岡 明 ク 1，165-5 冷暖房、上下水道工事 97-3 7 5 8 

五 園 開 発附 大城清宏 木曽町2，072 建設 93-0 2 8 1 

(布日の丸商事 二沢洋六 ク 2，208 不動産貸付業 91-2 6 2 0 

(有)二 'τじt、 建 t生 赤久保光男 鶴川 6-12-1 土木工事業 34-2 2 7 1 4 
1口i、l 穿 孔附 本郷千鶴子 ク 2-7-5 事業所サービス 35-1 7 3 1 

備)六 子 堂 加茂春香 ゥ 5-7-7 日曜雑貨 34-4930 

(有)藤沼新聞舗 藤沼 彰 金井町770 新聞版売業 35-1 4 1 2 

西 山 産 業側 西山 奇士 。754 衣料品販売 34-8 5 2 3 

(有)藤江ゴム化学 藤江 覚 ぞン 769 工業用ゴム製品販売 34-6 1 0 6 

(初千島スタジオ 千島広之 鶴川 3-18-20 写真白 35-5 2 7 2 

(有)ローヤル設備 深谷詔夫 今 1-17-42 空調設備 34-7440 

鶴川リビング(繍 松原章三 ク 5-12-11 不動産業 34-2231 

松 田 工 業側 松田ケイ子 小野路町1，971-1 土木工事 34-4 3 4 0 

(初屋 良 電 必頁n屋良朝才 イシ 1，857 電気通信機製造業 34-5 3 1 9 

一 葉 建 機(布 渡部 進 野津田町1，940-2 建設業 34-1390 

都南建鉄工業側 柳瀬得正 イ〉 聞の上283 鉄骨工事 34-5 8 1 7 
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1去 人 名 代表者名 所 在 I也 業 種 電 5古

附桑名製作所 桑名 稔 野津田町3，237 音響部品 35-3 9 5 4 

岡市川竹材居 市川 博 ク 2，486 竹林木材 35-5 9 6 6 

附東 光 商 事 林 通 ウ 247 自動車解体・土木工事 34-5 7 1 2 

協)ト キ ナ }llil f専吉 イン 192 34-0 4 1 1 I 
士ノt 、 立 薬 品附 栗問 邦夫 能ケ谷町147 薬品販売 35-5 7 2 9 

(初夏 目 産 業 夏目 Et二~ イン 137-1 不動産業 34-6 6 6 7 I 

(有)雀 豪 石井健二 イシ 69 雀荘、その他 34-8 2 7 1 

(有)高木電機製作所 高木隆三 真光寺町569 電機器部品 34-3 6 8 0 

(有)林自動車工業 十本 虎男 ペン 920 fl動車修理飯合 34-5 4 2 1 

北 海 !J"lt 業(有) 1)11茂 孝一 広袴町250 建設機械 35-5 5 8 0 

北 斗 電 線附 il'iJ 1 J 内トノノ 広袴111[663 電線二次加工業 35-2 2 7 9 

興 建 基 礎(鮒 小林光治郎 三輪町"90-10 地質調査 044(988)4040 

鶴 }II 化 工附 ILJIII 綱ー ク 139 健康食品製造加工業 044 (988) 1751 

(有)萩生田高官 校生tl:l恒訟 里子j章fjI 111 [920 
手Ilin丙、 ブaロノ七ンガ、ス
荒物雑貨 35-5 7 2 6 

(布日 南 }II崎 稔 森野 1-4 -742 不動産取引業 27-1 2 7 2 

千代田工業附 13)成英徳 1 -39-17 
!日J)芳製造版光
イ~1!)Jlq~耳又ヲ| 22-4 4 6 6 

(有)干1011クリーニング 秋IIJ ，)ミ 1-1-2 クリーニング 23-5 2 6 3 

(布泰 町l 社 伊藤俊夫 ク 5-2 -48 印刷業 26-7 2 7 0 

(有)東 λ1どにこ. 電 子 安l凡i晴彦 ドノj、11111111IJ2，718-1 電線材加工 97-3 1 6 7 

附ミ ドリ建設 佐久間一義 金森1，143 建設業 96-5 8 1 1 
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①
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介
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ル
川
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を
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川
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な
い
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介

川
川
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徴
収
の
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に
な
る
-
』

と
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ど
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す
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、
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融
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什
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③
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付
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。
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ん
。

中
前
子
続
は

①
例
人
の
州
場
ん
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は
、
交
付
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円
に
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所
、
氏
名
等
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し
、

住
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一
不
の
写
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な
ど
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て

純
山
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だ
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い
。

②
法
人
の
州
場
九
日
は
、
交
付
巾
治

書
に
名
称
、
所
在
地
等
を
記
入

し
、
登
記
簿
の
抄
本
な
ど
を
付

け
て
徒
出
し
て
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だ
さ
い
U
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